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宮城県北部を震源とする地震 （平成15年7月）
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通

（東松島市 70代 男性）

自主防災会にはお年寄りや子どもも参加

今回はさいわい人身事故がなく、まだ救われましたが、災害が起きたときにはこ
こに集まるとかいうものは、きちんと前もって決めておいて、それをみんなが守ら
なくちゃいけないと思いました。
例えば、災害時に市のほうから食料を持ってきてくれたときに、めいめいに届け

てもらうわけにはいかないわけで、やっぱり、自主防災会をたちあげておいて、何
か起きたときに、みんなの考えが同じで、同じ場所に寄れるようにしておく必要が
あるのです。

最近は自主防災会が増えていて、わたしたちのところも、今までの町内会をベー
スに自主防災会としての活動をはじめています。定期的にみんなと話し合ったり、
おじいさんやおばあさん、子供たちにも防災訓練に出てもらったりしています。
この間も、防災訓練のときに、4年生ぐらいの子供に消火器を実際に使わせて、「あ

あ、オレでもできるんだ」ってやっているわけですけど、そういうふうなこともやっ
てみればね、何かのときに役に立つ場合もあると思います。



一日前プロジェクト 200749

平成19年（2007年）能登半島地震 （平成19年3月）
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（輪島市 60代 女性）

薬持ち出せず、避難所で大弱り
～自分の薬は肌身はなさず～

年寄りの人がたくさんおるでしょう。避難所に行って感じたのは、お年寄りはみ
んな常にお薬を飲んでいるから、どんなときも自分の薬は肌身はなさず持っていな
ければいけないなということです。
夜中の2時ごろ、おばあさんが避難所のすみでちょこんと座っていたので、わけ

を聞くと、「リュウマチで痛くて眠られん」と言うのです。で、連絡すると、すぐに
お医者さんが看護婦さんと一緒に来てくれたんです。それにはほんとうに頭が下が
りましたね。
先生が「これを飲んで」と痛み止めの薬を渡していると、それを見て「私にも薬を

ください」と言う人がいっぱいいました。引き出しに置いていたから、とっさに持っ
てこられなかったという人が多かったですね。だから、前もって何かに分けておい
て、いつでも持って逃げられるようにしておかなければいけないとつくづく思いま
した。



福岡県西方沖地震（平成17年3月） 

 
 

「寝るときは、少しだけカーテンを開けておくことにした」 

福岡市 70代 男性 

 

 

私の家も地震で孫の部屋のタンスがダーッと倒れました。幸いに

して外に出とったからよかった。だからといって、今寝とるときに、

いつ災害が起きてもいいように準備しているかといったら、特別な

ことはしてないんです。でも、あれ以来、最小限のことはしていま

す。早風呂になりました、長風呂しないで。 

 

それから、カーテンを少しだけ開けて寝ています。真っ暗だと方

角がわかりませんよね、地震が起きたときに。カーテンを少しだけ

開けておけば、外灯や月の光で、家の中が真っ暗にならないから。 
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新潟県中越地震（平成16年10月） 

灯りがなければ逃げられない
小千谷市 60代 男性 

地震が起きたのは、10月半ばを過ぎた午後6時ちょっと前。わた

しらの地域は、そのころにはとっぷり日が暮れていました。で、電

気はもう一発で消えちゃって、真っ暗闇になりました。 

家の中は上から落ちてきたものや倒れてきたもので足の踏み場も

ない。そんな中をいろんなものにぶつかりながら必死の思いで外に

出ました。灯りがなければ、自分の家からも簡単には逃げられない

んですね。 

何と言っても避難するときの道具、特に灯りは必要だと思いまし

た。 
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福岡県西方沖を震源とする地震（平成17年3月） 

 
 

働き盛りの男性を地域デビューさせるには？ 
福岡市 50代 男性 

 

 

地域の活動に参加する40代、50代前半の男性というのは極めて少

ないのです。その人たちをどう確保するかというと、やっぱり飲み

会。今までの経験からいっても、やっぱりお酒の席が一番入りやす

いんですよ。 

 

新しい人を誘う時には、とにかく名前だけでも書いてもらって、

「来られるときに来てください」、「来られないときにはすみませ

んが電話をください」と声をかけます。2回続けて返事もなければ

もう誘いません。 

 

男性を地域の活動に誘い込むのはものすごく難しいです。一度出

ても、二度目は来ないという人も結構いるわけです。40代、50代前

半の男性が継続して参加するような雰囲気になると、すごくよくな

るんじゃないかなと思います。 

 

男性は平等に見ようとするけれども、女性だけにすると偏ってし

まう。かといって、あまり男性が強すぎると軍隊みたいになってし

まう。やっぱり女性、男性お互いに物が言える環境をつくっていく

ことが大事ですね。 

 

今度の地震でも、日ごろのおつき合いがあったから、地域の復旧

活動がうまくいったのではないかと思います。 
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